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瀧
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畠
古
代
に
置
か
れ
て
み
た
各
地
の
属
官
中
、
主
と
し
て
蜀
・
廣
漢
の
判
官
で
作

ら
れ
、
共
等
の
作
品
に
は
、
形
態
、
圃
文
並
び
に
銘
銘
の
形
式
に
共
通
せ
る

も
の
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
つ
い
で
『
漢
書
隔
百
官
公
卿
表
の

．
敏
を
補
ふ
べ
き
工
窟
の
職
制
が
考
謹
さ
れ
、
ま
た
工
人
の
種
類
が
論
及
さ
れ

て
、
漆
器
製
作
の
過
程
が
朋
に
さ
れ
て
み
る
。
次
に
博
土
は
、
ゴ
右
の
繭
工
官

の
外
に
、
巾
央
の
少
府
管
轄
の
考
工
、
供
工
の
性
質
を
究
め
、
奥
に
耽
ハ
等

の
製
作
に
係
か
る
漆
器
が
、
前
記
罫
引
官
の
作
品
と
、
罫
引
の
細
蔀
や
闘
文

の
筆
致
な
ど
の
鮎
で
差
違
の
あ
る
こ
と
を
注
意
さ
れ
て
る
る
。
そ
し
て
最
後

に
、
施
文
、
銘
酢
形
式
か
ら
看
取
さ
れ
る
後
漢
以
後
め
官
工
直
下
．
の
嚢
裾
の

事
賓
に
就
い
て
驕
示
さ
れ
て
み
る
。
悪
感
と
し
て
添
へ
ら
れ
た
文
強
目
鍛
ま

．
た
　
切
を
綱
蔵
し
て
研
究
者
に
こ
よ
な
い
指
針
を
提
供
し
て
み
る
。

　
本
轡
に
於
い
て
吾
人
を
敬
服
せ
し
め
る
も
の
は
、
資
料
の
蒐
集
に
注
が
れ

た
博
．
土
の
多
年
に
亙
る
努
力
と
、
例
へ
ば
銘
帯
の
鑛
大
繭
藁
に
認
め
ら
れ
る

が
如
き
圃
版
作
威
上
の
周
到
な
る
配
慮
で
あ
を
と
共
に
、
博
士
の
精
緻
な
る

．
考
古
學
的
考
察
と
苦
心
に
な
る
銘
酢
の
羅
讃
と
で
あ
る
。
此
の
際
、
蔚
却
．
な

し
難
い
の
は
、
博
士
が
考
究
に
當
た
っ
て
、
同
じ
く
工
官
の
作
に
係
か
る
銅

・
器
を
絶
え
ず
念
頭
に
お
か
れ
て
る
る
態
度
で
あ
る
。
叙
上
に
よ
っ
て
明
白
な

や
う
に
、
本
書
は
、
其
の
鰹
富
か
つ
斬
新
な
る
集
成
に
よ
っ
て
鍛
界
の
渦
を

懲
す
の
み
で
な
く
、
漢
代
漆
器
の
基
木
的
勢
作
、
ひ
い
て
は
當
代
文
化
の
鋭

利
な
る
側
面
…
観
と
し
て
、
研
究
者
は
も
と
よ
り
、
更
に
は
曳
く
東
亜
の
文
物

に
直
心
を
も
つ
人
々
を
手
旗
す
る
と
こ
ろ
妙
く
な
い
で
あ
ら
う
○
耽
ハ
れ
と
共

に
、
本
書
に
よ
っ
て
漢
代
漆
器
研
究
の
共
、
準
を
樹
立
さ
れ
た
博
士
が
、
近
き

お
將
來
、
そ
の
纈
蓄
を
傾
け
て
支
那
古
代
漆
器
に
回
す
る
総
括
心
墨
作
を
公
に

さ
れ
、
以
っ
て
後
歯
の
徒
を
教
導
さ
れ
る
こ
と
を
潔
く
翼
」
ふ
も
の
で
あ
る
。

（
盗
難
倍
版
。
本
文
、
七
〇
頁
。
船
首
國
版
、
　
一
葉
。
圃
版
『
四
七
葉
。
桑

名
文
星
堂
護
行
。
資
債
、
馨
拾
萱
瞳
七
拾
荒
業
）
（
丁
田
文
衛
）

彙

三尺

　
　
　
　
讃
　
　
更
　
　
愈

　
例
愈
　
三
月
十
三
日
夜
、
陳
列
館
演
習
室
に
於
い
て
例
倉
を
開
く
。
禺
席

者
諸
教
官
以
下
約
三
十
名
。
座
談
倉
の
形
式
に
よ
り
「
國
更
學
の
問
題
」
を

主
題
と
し
て
、
先
づ
西
田
教
授
よ
り
問
題
の
提
示
が
あ
り
、
各
々
立
っ
て
意

見
を
開
陳
、
談
論
頗
る
盛
ん
で
あ
っ
た
。
就
申
黙
賜
産
子
の
問
題
、
読
史
三

島
と
軍
隊
も
し
く
は
意
表
奉
仕
と
に
就
い
て
の
畿
験
談
な
ど
に
は
傾
聴
す
べ

雲
も
の
が
多
ゴ
く
あ
っ
た
。

　
　
　
　
西
洋
更
讃
書
面

　
例
愈
　
昭
和
十
八
年
度
第
一
回
例
愈
を
｝
帰
二
十
七
口
午
後
一
時
よ
り
陳

列
館
貴
砲
猟
餐
に
て
開
催
。
繊
席
或
臓
は
、
紘
脚
ふ
小
、
弁
上
家
助
教
”
挟
以
下
十
二

名
。
　
　
一
、
ナ
潔
レ
オ
ン
の
針
英
長
期
臓
一
　
　
　
豊
　

田
　
　
鍛卿

　
例
説
　
昭
和
十
八
年
度
第
二
阿
側
會
貌
三
月
十
爲
午
後
二
時
よ
り
原
教
授

．
憲
に
て
開
鰹
。
顔
乗
出
臓
は
、
露
霜
将
仰
、
鈴
木
助
教
授
、
村
田
、
中
山
南
講
舗
　

以
下
九
名
。
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鳳
、
第
一
次
大
…
載
前
後
に
於
け
る
温
習
の
政
治
二
面
呼
単

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
　
之
　
親
夫
氏

　
　
　
　
地
理
墨
談
誘
愈

　
例
奮
　
昭
和
十
八
年
十
二
月
｝
日
（
水
）
午
後
二
臨
よ
り
．
地
理
學
叢
叢
室
に

．
て
開
催
。
北
京
の
華
北
綜
倉
調
査
硯
究
所
研
究
員
と
し
て
活
躍
せ
ら
れ
つ
呉

・
あ
る
国
恩
雰
｝
作
氏
か
ら
、
北
［
支
現
在
の
｝
般
碧
山
柵
、
晶
特
に
農
村
の
｛
貰
態
及
び

面
一
蚕
簿
㎝
落
…
に
つ
い
て
照
ハ
味
あ
る
｛
買
地
踏
査
談
を
開
く
こ
と
を
得
た
。
席
上
」

．
持
参
せ
ら
れ
た
北
｛
黎
農
一
村
聚
叩
落
の
覧
粥
奥
多
噺
継
を
公
開
せ
ら
れ
有
釜
で
あ
っ

た
Q
墨
編
者
十
五
名
。
・
　
　
　
　
　
、

　
　
一
、
北
支
の
農
村
衆
落
に
就
い
て
　
　
　
　
田
　
中
　
｝
秀
　
作
氏

　
昭
和
十
八
年
・
十
二
月
十
一
綱
（
土
）
　
午
後
三
時
よ
り
地
理
學
轡
ハ
習
室
K
て

左
記
の
研
究
務
欝
衣
を
行
っ
た
。
田
義
脚
侃
十
三
名
。

　
　
一
、
印
度
の
猫
立
面
動
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
本
信
太
郎
氏

　
　
一
、
欝
…
海
水
騰
欝
囲
一
側
の
地
理
墨
・
的
研
㎝
冤
　
　
吉
　
田
　
敬
　
源
氏

　
昭
和
十
九
年
・
三
月
十
八
日
（
土
）
　
左
記
の
研
究
楠
彼
表
を
地
理
錐
・
銭
群
類
に

で
行
っ
た
。
繊
漁
者
十
名
。

　
　
一
、
ビ
ル
マ
農
H
村
の
復
興
と
そ
の
米
産
　
　
三
　
上
　
正
　
利
氏

　
　
　
　
考
古
歯
数
室
の
南
九
輪
遣
跡
の
調
査

　
昨
十
八
年
十
二
月
と
本
年
一
月
と
の
斜
度
、
細
川
侯
爵
の
援
助
を
受
け
て

，
考
古
轟
轟
鑑
の
事
業
と
し
て
各
こ
ご
繊
鋭
に
熱
る
同
地
方
の
古
墳
墓
並
に
史
前

論
遺
跡
「
K
款
い
て
の
調
査
を
鍛
施
し
た
O

　
第
一
圓
は
撫
…
療
教
授
、
ム
7
井
副
手
が
こ
れ
に
三
っ
て
、
十
四
目
に
禺
獲
、
．

・
熊
本
縣
…
下
K
於
い
て
訳
圓
に
畝
胴
査
を
行
ふ
可
き
玉
名
郡
江
∵
閏
町
船
由
撒
炉
縁
と

球
磨
郡
免
田
町
古
園
古
墳
と
を
覗
察
し
た
上
、
鹿
児
島
縣
に
入
っ
て
、
薪
た

に
見
田
さ
わ
た
櫻
島
武
の
貝
塚
を
試
掘
し
、
大
隅
の
高
山
町
、
穴
崎
町
に
於

，
い
て
各
【
々
志
百
墳
を
笠
査
、
宮
崎
縣
皿
で
は
兇
出
扮
郡
持
田
村
に
於
け
る
山
ハ
十
繊
の

古
蟹
群
の
精
査
を
行
ひ
、
傘
て
又
縣
で
箕
施
し
た
東
諸
工
臨
八
代
村
六
野
原

古
墳
田
土
瀬
の
調
査
に
川
從
寮
し
た
。
こ
れ
鯵
の
う
ち
縛
〃
田
志
蜘
壇
群
の
そ
れ
は

齋
ん
ど
全
部
の
内
輝
輝
肝
邉
と
副
弗
門
口
順
を
辿
り
得
る
こ
と
が
、
外
形
の
示
す
所

に
併
せ
見
て
慧
跡
の
地
域
的
な
調
査
の
上
に
繋
は
f
標
本
的
な
蜘
見
盤
齎
し

た
こ
と
な
罷
す
長
き
で
あ
る
。

　
後
の
一
圓
は
｝
月
五
臼
繊
獲
、
檎
岬
原
～
数
鯵
い
、
小
林
助
手
、
角
μ
田
剛
♂
子
、
及
川

大
學
院
攣
生
の
四
名
が
篇
楠
漠
室
の
｛
尚
梼
暇
潤
託
と
共
に
先
づ
玉
名
町
江
田
町
に

斎
い
て
、
同
町
警
防
團
の
援
助
を
受
け
、
前
後
一
巡
問
粒
費
し
て
、
有
名
な

船
由
エ
百
燐
ズ
に
申
心
と
す
る
…
附
近
古
墳
墓
の
徹
底
的
な
調
査
髪
行
ふ
た
。
こ
の

結
果
｝
は
船
山
山
自
壇
ぐ
軍
団
　
の
驚
肝
逡
を
明
一
羅
甲
に
し
た
ば
か
り
で
な
く
、
埋
｛
葬
の
繍

過
を
推
す
に
緊
要
な
以
下
を
得
た
の
を
は
じ
め
と
し
て
、
藷
た
に
塚
坊
主
宵

墳
に
於
い
て
斎
燈
た
る
石
室
内
の
縮
形
蔀
に
彩
色
翫
施
し
て
み
る
事
實
、
並

に
穴
掘
瞥
古
饗
に
て
も
塊
葬
に
封
ず
る
複
難
に
設
備
を
施
し
た
殿
を
究
め
得

た
の
で
あ
っ
た
。
右
の
調
査
後
一
行
は
一
一
手
に
分
れ
て
、
梅
原
、
及
川
、
高

橋
の
三
名
は
球
磨
群
免
国
業
閲
剛
古
曲
…
の
調
盗
に
從
ひ
、
又
小
駄
　
、
衡
月
田
の
爾

名
は
鹿
児
島
縣
櫻
島
の
武
貝
塚
の
褒
掘
を
行
ふ
た
。
前
者
で
は
三
口
間
凌
費

し
て
、
鍍
金
盤
施
し
た
袖
丈
言
忌
獣
鏡
以
下
極
め
て
豊
富
な
剛
騨
品
を
識
し

た
岡
古
墳
の
賓
際
を
究
め
た
上
後
誰
但
に
合
排
搬
、
　
こ
の
櫻
島
逡
一
跡
の
嚢
掘
は
六

日
間
の
作
蒙
に
於
い
て
、
ニ
ケ
研
の
蟻
塚
中
毒
に
㎞
縄
丈
式
遣
跡
の
自
力
か
ら
、

稀
に
見
る
多
数
の
曲
遺
物
を
川
得
て
、
ゆ
劇
九
州
の
史
藩
剛
の
文
～
物
を
考
へ
る
上
に
重

（　u）oi　）
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奨
報
・
禽
報

第
二
十
九
雀
　
第
二
號

八
二

婆
な
賛
料
を
加
へ
る
こ
と
が
出
一
來
た
Q
な
ほ
こ
の
間
梅
｝
原
教
授
は
一
目
を
揖

，
宿
郡
頴
娃
の
…
製
…
蝋
關
係
遺
跡
の
観
察
に
費
し
、
ま
た
㎞
蹄
途
肥
後
下
情
城
郡
豊

田
村
の
古
墳
調
査
を
行
ふ
て
、
　
一
同
二
十
日
に
酔
即
罵
ず
し
た
の
で
あ
っ
た
。
是

等
の
調
査
に
依
っ
て
得
㏄
た
費
料
　
は
へ
爾
後
引
出
一
い
て
教
室
に
於
い
て
整
理
を
行

ひ
つ
義
あ
り
、
そ
の
主
要
な
る
も
の
は
近
き
將
來
に
二
世
の
報
告
書
と
し
て

刊
行
一
の
豫
定
で
あ
る
。

品

會

華尺

　
　
　
　
史
學
研
究
禽
役
員
交
迭

　
昭
和
十
八
年
・
十
一
月
に
評
議
員
命
【
を
開
い
て
昏
評
議
員
並
に
外
山
委
員
娠

席
斎
日
を
協
議
し
た
上
昭
和
十
九
年
度
二
二
研
究
桑
門
昌
以
の
事
務
櫓
…
當
を
左

の
通
り
決
定
し
た
O

　
費
目
芋
貝
那
波
利
湘
貝
氏
に
代
っ
て
評
｛
餓
m
貝
西
田
直
二
郎
氏
が
庶
務
命
μ
計
櫓
…
任

に
、
評
薫
繭
員
園
田
M
画
塾
に
代
っ
て
詐
謙
誠
ロ
貝
梅
…
原
雨
不
治
氏
が
編
｛
蛍
草
任
の
主
任

に
就
任
、
新
た
に
評
議
員
藤
直
幹
、
同
旨
鋳
市
定
、
同
鈴
木
成
高
各
氏
が
い

つ
れ
も
編
纂
を
櫓
任
す
る
こ
．
と
に
な
っ
た
。

　
ま
た
編
纂
委
員
愛
宕
松
男
、
内
藤
晃
、
藤
岡
誰
二
郎
、
倉
田
雄
次
昏
氏
は

、
僻
任
し
、
を
れ
に
爪
代
っ
て
湘
藤
原
利
一
郎
、
雫
山
敏
治
郎
（
再
任
）
・
角
田
丈
衙

（
同
上
）
、
蕪
岩
正
夫
冬
氏
が
就
任
、
な
ほ
庶
務
會
計
主
任
と
し
て
外
山
軍
治

民
に
代
っ
て
不
破
韓
雄
氏
が
こ
れ
に
當
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
　
　
　
◇
會
　
員
　
動
　
静

　
◇
入
　
　
　
禽

京
都
山
旧
左
京
三
塁
ケ
臨
ツ
二
字
田
町
七

月
岡
縣
山
門
郡
柳
河
町
旭
町
五
五

｛
果
｛
尽
都
四
谷
斑
葉
ケ
醤
町
㎜
二

柵
卿
轟
巾
議
甲
之
町
西
四
［
丁
二
六

λ
右
　灘井古謡不

蕪島上澤田
のトドコ

糞雅光芳正
η＝口

愈乱費吉一
　氏氏欝欝

　
◇
韓
　
　
　
居

奈
良
縣
丹
波
車
田
㎞
明
　
　
三
重
一
コ
口
航
態
諾
陳
…
奈
良
分
競
…
隙
…
第
十
山
ハ
丘
ハ
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
　
上
　
　
肇
氏

京
都
市
上
京
逼
室
町
中
立
質
下
〃
　
郡
揚
蓋
　
　
　
大
　
島
　
嚢
　
二
氏

　
◇
曲
嵜
瞼
囎
｛
父
換
圃
轟
雷

國
學
院
難
誌
四
九
ノ
九
、
一
〇
、
一
一
　
國
學
院
火
撃
難
誌
部

人
獺
離
歌
・
誌
　
菰
八
ノ
一
二
・
蕊
九
ノ
一
、
二
　
日
本
人
獺
學
暦

書
　
　

香
一
五
ノ
ニ
ー
一
二
　
　
大
連
圃
瞥
館

考
吉
學
難
儲
　
三
三
ノ
＝
、
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